
(57)【要約】

【課題】　受光素子をプリアンプ上に搭載することによ

り、これらの間の配線を短く形成し、耐ノイズ性や通信

精度を向上させる。

【解決手段】　パッケージ１の基板２には、受光素子７

の出力信号を増幅するプリアンプ８を設ける。そして、

このプリアンプ８上に絶縁性のセラミックス板１４を設

け、セラミックス板１４上に受光素子７を搭載する。こ

れにより、受光素子７とプリアンプ８との間の配線１８

，２０等を短くすることができ、配線の位置で信号ノイ

ズ等を拾うのを防止することができる。また、プリアン

プ８を、外部接続用の電極４，５とコンデンサ１６とに

よって取囲まれる中央位置に配設できるので、これらに

接続する配線１７，１９，２２等も短尺化でき、耐ノイ

ズ性を高めることができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 信 号 を 受 光 し て 電 気 信 号 に 変 換 す る 受 光 素 子 と 、 該 受 光 素 子 の 出 力 側 に 接 続 さ れ 該 受
光 素 子 か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 器 と を 備 え て な る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル に お い
て 、
　 前 記 増 幅 器 に は 絶 縁 性 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 取 付 ベ ー ス を 設 け 、 前 記 受 光 素 子 は 該 取
付 ベ ー ス を 用 い て 前 記 増 幅 器 に 搭 載 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 取 付 ベ ー ス は セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 に よ り 形 成 し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 受 信 モ ジ ュ
ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 取 付 ベ ー ス に は 、 前 記 増 幅 器 の 共 振 を 防 止 す る た め 前 記 受 光 素 子 と 増 幅 器 と の 接 続
部 位 を グ ラ ン ド に 接 続 す る コ ン デ ン サ を 設 け て な る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 受 信 モ ジ
ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 取 付 ベ ー ス に は 、 前 記 増 幅 器 か ら 発 生 す る 熱 を 放 熱 す る 放 熱 部 材 を 設 け て な る 請 求
項 １ ， ２ ま た は ３ に 記 載 の 光 受 信 モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 光 Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） 等 を 行 う の に 好 適 に 用 い ら れ る 光 受
信 モ ジ ュ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル は 、 例 え ば 光 通 信 装 置 等 の 受 信 ブ ロ ッ ク を 構 成 す る も の で あ
り 、 光 フ ァ イ バ 等 か ら 出 射 さ れ る 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 す る も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ２ ９ ８ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の 従 来 技 術 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル は 、 例 え ば Ｔ Ｏ キ ャ ン と 呼 ば れ る パ ッ ケ ー ジ
内 に 受 光 素 子 、 プ リ ア ン プ 、 コ ン デ ン サ 等 が 収 容 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 受 光 素 子 は 、 例
え ば パ ッ ケ ー ジ の ベ ー ス 部 分 を 構 成 す る 基 板 の 中 央 に 実 装 さ れ 、 光 フ ァ イ バ か ら パ ッ ケ ー
ジ 内 に 入 射 す る 光 信 号 の 光 路 上 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 プ リ ア ン プ は 、 例 え ば 電 子 回 路
が 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ 部 品 等 か ら な り 、 受 光 素 子 と 異 な る 位 置 で 基 板 の 表 面 に 実 装 さ れ る と 共
に 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ 等 の 配 線 に よ っ て 受 光 素 子 の 出 力 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 受 光 素 子 は 、 光 フ ァ イ バ か ら 出 射 さ れ る 光 信 号 を 受 光 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に 変
換 し て 出 力 す る 。 こ の 電 気 信 号 は 、 プ リ ア ン プ に よ っ て 十 分 な 信 号 レ ベ ル に 増 幅 さ れ 、 外
部 に 出 力 さ れ る 。 一 方 、 コ ン デ ン サ は 、 プ リ ア ン プ の 共 振 を 防 止 す る も の で あ り 、 プ リ ア
ン プ の 近 傍 で 基 板 の 表 面 に 実 装 さ れ る と 共 に 、 配 線 等 に よ っ て プ リ ア ン プ と 接 続 さ れ て い
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 光 受 信 モ ジ ュ ー ル で は 、 受 光 素 子 に よ っ て 微 弱 な 光 信 号
を 受 光 し た と き に 、 こ の 光 信 号 を 変 換 し た 微 弱 な 電 気 信 号 を 可 能 な 限 り 高 い 精 度 で プ リ ア
ン プ に 入 力 し 、 こ れ に よ っ て 長 距 離 の 光 通 信 を 実 現 し た い と い う 要 求 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 従 来 技 術 で は 、 受 光 素 子 の 近 傍 に プ リ ア ン プ を 並 べ て 配 置 し 、 こ れ ら を 配 線 等
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に よ っ て 接 続 す る 構 成 と し て い る 。 こ の た め 、 受 光 素 子 と プ リ ア ン プ と の 間 に は 、 両 者 間
の 距 離 に 対 応 す る 長 い 配 線 が 必 要 と な り 、 こ の 配 線 の 位 置 で 電 気 信 号 が ノ イ ズ を 拾 い 易 く
な る た め 、 通 信 精 度 や 信 頼 性 を 向 上 さ せ る の が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば プ リ ア ン プ に 設 け ら れ た 各 端 子 の 配 置 等 に よ っ て は 、 受 光 素 子 が 一 部 の 端
子 か ら 離 れ た 位 置 と な る 場 合 も あ り 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 必 要 以 上 に 長 い 配 線 を 引 回 す
こ と に な る た め 、 耐 ノ イ ズ 性 が 一 層 低 下 し 易 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 受 光 素 子 と
プ リ ア ン プ と の 距 離 を 短 く す る こ と が で き 、 受 光 し た 光 信 号 を 安 定 的 に 増 幅 で き る と 共 に
、 信 号 ノ イ ズ 等 を 抑 え て 通 信 精 度 や 信 頼 性 を 向 上 で き る よ う に し た 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 光 信 号 を 受 光 し て 電 気 信 号 に 変 換 す る 受 光 素
子 と 、 該 受 光 素 子 の 出 力 側 に 接 続 さ れ 該 受 光 素 子 か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を 増 幅 す る 増 幅
器 と を 備 え て な る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 請 求 項 １ の 発 明 が 採 用 す る 構 成 の 特 徴 は 、 増 幅 器 に は 絶 縁 性 の 材 料 に よ り 形 成
さ れ た 取 付 ベ ー ス を 設 け 、 受 光 素 子 は 該 取 付 ベ ー ス を 用 い て 増 幅 器 に 搭 載 す る 構 成 と し た
こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ る と 、 取 付 ベ ー ス は セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 に よ り 形 成 す る 構 成 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ る と 、 取 付 ベ ー ス に は 、 増 幅 器 の 共 振 を 防 止 す る た め 受 光 素
子 と 増 幅 器 と の 接 続 部 位 を グ ラ ン ド に 接 続 す る コ ン デ ン サ を 設 け る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ る と 、 取 付 ベ ー ス に は 、 増 幅 器 か ら 発 生 す る 熱 を 放 熱 す る 放
熱 部 材 を 設 け る 構 成 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 増 幅 器 に は 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 等 に よ り 形 成 さ れ た 絶
縁 性 の 取 付 ベ ー ス を 介 し て 受 光 素 子 を 搭 載 で き る の で 、 受 光 素 子 と 増 幅 器 と を 重 な り 合 う
よ う に 配 置 し て 互 い に 近 接 さ せ る こ と が で き 、 こ れ ら の 間 に 接 続 す る 配 線 を 短 く す る こ と
が で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 増 幅 器 に 設 け ら れ た 各 端 子 の 配 置 等 に 対 応 し て 、 受 光 素 子 を
増 幅 器 上 の 適 切 な 位 置 に 搭 載 で き る の で 、 増 幅 器 の 種 類 や 端 子 の 配 置 等 に 関 係 な く 、 配 線
を 短 尺 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 受 光 素 子 か ら 増 幅 器 に 出 力 さ れ る 電 気 信 号 が 配 線 の 位 置 で ノ イ ズ 等 を 拾 う
の を 防 止 で き 、 例 え ば 微 弱 な 電 気 信 号 で あ っ て も 、 こ れ を 高 い 精 度 で 増 幅 器 に 入 力 し て 安
定 的 に 増 幅 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 モ ジ ュ ー ル の 耐 ノ イ ズ 性 を 高 め て 光 通 信 を 円 滑 に
行 う こ と が で き 、 通 信 精 度 や 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 例 え ば 光 源 の 位 置 等 に 応 じ て 受 光 素 子 の 位 置 が 定 め ら れ て い る 場 合 で も 、 こ の 受
光 素 子 を 避 け る よ う に 増 幅 器 を 配 置 す る 必 要 が な く な る の で 、 増 幅 器 を 外 部 接 続 用 の 電 極
等 に 対 し て 適 切 な 位 置 に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 増 幅 器 と 電 極 と の 間 に 接 続
さ れ る 配 線 も 短 く す る こ と が で き る の で 、 こ の 配 線 で も 信 号 ノ イ ズ 等 を 抑 え る こ と が で き
、 信 号 の 精 度 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 一 方 、 受 光 素 子 を 増 幅 器 上 に 重 ね 合 せ る よ う に 配 置 で き る の で 、 こ れ ら 全 体 の 実 装 面 積
を 小 型 化 で き 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を コ ン パ ク ト に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 モ ジ ュ ー
ル を 組 立 て る と き に は 、 例 え ば 受 光 素 子 、 増 幅 器 及 び 取 付 ベ ー ス を サ ブ ア ッ セ ン ブ リ 状 態
で 一 体 化 し た 組 立 体 を 予 め 形 成 し て お き 、 こ の 組 立 体 を 基 板 や パ ッ ケ ー ジ 内 に 取 付 け る こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 光 通 信 用 の 回 路 等 を 効 率 よ く 組 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 熱 伝 導 性 が 良 好 な セ ラ ミ ッ ク ス 板 等 を 用 い て 取
付 ベ ー ス を 形 成 で き 、 こ の 取 付 ベ ー ス を 受 光 素 子 と 増 幅 器 と の 間 に 介 在 さ せ る こ と が で き
る 。 こ れ に よ り 、 増 幅 器 上 に 受 光 素 子 を 搭 載 し た 状 態 で も 、 増 幅 器 の 作 動 時 に 発 生 す る 熱
を 取 付 ベ ー ス に よ っ て 安 定 的 に 放 熱 で き 、 増 幅 器 の 放 熱 性 を 妨 げ る こ と な く 、 こ れ に 受 光
素 子 を 搭 載 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 取 付 ベ ー ス に は 、 受 光 素 子 と 共 振 防 止 用 の コ ン デ ン サ
と を 一 緒 に 搭 載 で き る の で 、 受 光 素 子 と 増 幅 器 だ け で な く 、 コ ン デ ン サ を 含 め た 全 体 の 実
装 面 積 を 小 さ く で き 、 モ ジ ュ ー ル の 小 型 化 を 促 進 す る こ と が で き る 。 ま た 、 受 光 素 子 と 増
幅 器 の 近 傍 に コ ン デ ン サ を 配 置 で き る の で 、 コ ン デ ン サ 用 の 配 線 等 も 短 か く す る こ と が で
き 、 耐 ノ イ ズ 性 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 増 幅 器 の 作 動 中 に 発 生 す る 熱 を 取 付 ベ ー ス と 放 熱 部 材
と に よ っ て 効 率 よ く 逃 す こ と が で き 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 耐 熱 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 増 幅 器 等 を パ ッ ケ ー ジ 内 に 収 容 し た 状 態 で も 、 放 熱 部 材 を パ ッ ケ ー
ジ の 周 壁 等 に 接 続 す る こ と に よ っ て 外 部 へ の 放 熱 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 図 １ な い し 図 ５ は 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ケ ー ジ 型
の 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 例 に 挙 げ て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 中 、 １ は 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 外 殻 を な す パ ッ ケ ー ジ で 、 該 パ ッ ケ ー ジ １ は 、 図 １ 、 図
２ に 示 す 如 く 、 例 え ば Ｔ Ｏ キ ャ ン と 呼 ば れ る 略 筒 状 の 中 空 ケ ー ス 等 か ら な り 、 そ の 内 部 に
は 、 後 述 の 受 光 素 子 ７ 、 プ リ ア ン プ ８ 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ 、 コ ン デ ン サ １ ６ 等 が 収 容 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 パ ッ ケ ー ジ １ は 、 そ の ベ ー ス 部 分 を 構 成 す る 略 円 板 状 の 基 板 ２ と 、 該 基 板 ２ の
表 面 を 覆 っ て 設 け ら れ た 有 蓋 筒 状 の キ ャ ッ プ ３ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら
の 基 板 ２ と キ ャ ッ プ ３ と は 、 例 え ば 金 属 等 の 導 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 グ ラ ン ド に 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ ３ に は 、 基 板 ２ の 中 央 部 と 対 向 す る 位 置 に 受 光 レ ン ズ ３ Ａ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 基 板 ２ に は 、 外 部 の 電 源 に 接 続 さ れ る ピ ン 状 の 電 源 電 極 ４ と 、 外 部 回 路 等 に 接 続
さ れ る 例 え ば ２ 本 の 信 号 電 極 ５ と 、 パ ッ ケ ー ジ １ を グ ラ ン ド に 接 続 す る Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 ６ と が
設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 電 極 ４ ， ５ は 、 基 板 ２ の 中 央 部 を 取 囲 む 位 置 で そ の 表 面 側 に
露 出 す る と 共 に 、 基 板 ２ と 絶 縁 さ れ た 状 態 で そ の 裏 面 側 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ７ は 例 え ば パ ッ ケ ー ジ １ 内 の 中 央 位 置 に 配 置 さ れ た 受 光 素 子 で 、 該 受 光 素 子 ７ は 、 例 え
ば フ ォ ト ダ イ オ ー ド （ Ｐ Ｄ ） 等 を 用 い て 構 成 さ れ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 後 述 の セ ラ ミ
ッ ク ス 板 １ ４ を 用 い て プ リ ア ン プ ８ の 外 装 部 ８ Ａ 上 に 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 受 光 素
子 ７ は 、 光 フ ァ イ バ （ 図 示 せ ず ） か ら 受 光 レ ン ズ ３ Ａ を 介 し て パ ッ ケ ー ジ １ 内 に 光 信 号 が
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入 射 さ れ る と き に 、 こ の 光 信 号 を 受 光 し て 電 気 信 号 に 変 換 し 、 後 述 す る プ リ ア ン プ ８ の 入
力 端 子 １ ０ に 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 受 光 素 子 ７ の 表 面 側 に は 、 光 信 号 を 検 出 す る 検 出 部 ７ Ａ と 、 例 え ば フ ォ ト ダ イ
オ ー ド の ア ノ ー ド 側 に 接 続 さ れ た 表 面 電 極 ７ Ｂ と が 設 け ら れ 、 こ の 表 面 電 極 ７ Ｂ は 、 図 ５
に 示 す 如 く 、 後 述 の 配 線 １ ８ を 介 し て プ リ ア ン プ ８ の 入 力 端 子 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 受 光 素 子 ７ の 裏 面 側 に は 、 例 え ば フ ォ ト ダ イ オ ー ド の カ ソ ー ド 側 に 接 続 さ れ た 裏
面 電 極 ７ Ｃ が 設 け ら れ 、 こ の 裏 面 電 極 ７ Ｃ は 、 後 述 の 金 属 膜 １ ５ と 配 線 ２ ０ と を 介 し て プ
リ ア ン プ ８ の フ ィ ル タ 端 子 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ８ は パ ッ ケ ー ジ １ 内 で 基 板 ２ の 表 面 中 央 部 に 設 け ら れ た 増 幅 器 と し て の プ リ ア ン プ で 、
該 プ リ ア ン プ ８ は 、 例 え ば パ ッ ケ ー ジ 型 の Ｉ Ｃ 部 品 等 を 用 い て 構 成 さ れ 、 受 光 素 子 ７ か ら
入 力 さ れ る 電 圧 信 号 を 増 幅 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 、 プ リ ア ン プ ８ は 、 図 ３ な い し 図 ５ に 示 す 如 く 、 例 え ば 絶 縁 性 の 樹 脂 材 料 、 セ
ラ ミ ッ ク ス 材 料 等 に よ り 扁 平 な 四 角 形 の 箱 形 状 に 形 成 さ れ た 外 装 部 ８ Ａ と 、 該 外 装 部 ８ Ａ
内 に 収 容 さ れ た 演 算 増 幅 器 ８ Ｂ 、 抵 抗 ８ Ｃ 等 の 回 路 素 子 と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ し て
、 外 装 部 ８ Ａ は 、 そ の 裏 面 側 が 接 着 等 の 手 段 に よ っ て 基 板 ２ の 表 面 に 固 着 さ れ 、 各 電 極 ４
， ５ と 後 述 の コ ン デ ン サ １ ６ と に よ っ て 四 方 か ら 取 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 外 装 部 ８ Ａ の 表 面 に は 、 後 述 の 配 線 １ ７ に よ っ て 電 源 電 極 ４ に 接 続 さ れ た 電 源 端
子 ９ と 、 配 線 １ ８ に よ っ て 受 光 素 子 ７ の 表 面 電 極 ７ Ｂ に 接 続 さ れ た 入 力 端 子 １ ０ と 、 各 配
線 １ ９ に よ っ て 信 号 電 極 ５ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た ２ 個 の 出 力 端 子 １ １ と 、 金 属 膜 １ ５ と 配
線 ２ ０ と に よ っ て 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電 極 ７ Ｃ に 接 続 さ れ た フ ィ ル タ 端 子 １ ２ と 、 各 配 線 ２
１ に よ っ て 基 板 ２ に 接 続 さ れ た ２ 個 の グ ラ ン ド 端 子 １ ３ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 プ リ ア ン プ ８ は 、 電 源 端 子 ９ に 給 電 さ れ る こ と に よ っ て 作 動 し 、 受 光 素 子 ７ か
ら 入 力 端 子 １ ０ に 入 力 さ れ る 電 圧 信 号 を 増 幅 す る と 共 に 、 増 幅 し た 信 号 を 各 出 力 端 子 １ １
か ら 外 部 の 回 路 に 出 力 す る 。 ま た 、 外 装 部 ８ Ａ の 表 面 側 に は 、 各 端 子 ９ ～ １ ３ に 取 囲 ま れ
た 内 側 の 位 置 に 後 述 の セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ４ は 受 光 素 子 ７ 用 の 取 付 ベ ー ス と な る セ ラ ミ ッ ク ス 板 で 、 該 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ は 、
例 え ば 熱 伝 導 性 が 良 好 な 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 等 か ら な り 、 具 体 的 に は 、 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 炭 化 珪 素 、 ガ ラ ス 材 料 等 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 セ
ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ は 、 例 え ば ０ ． ０ １ ～ １ ｍ ｍ 程 度 の 厚 さ を 有 す る 四 角 形 の 平 板 状 に 形 成
さ れ 、 そ の 面 積 は 、 受 光 素 子 ７ よ り も 大 き く 、 か つ プ リ ア ン プ ８ の 一 部 を 覆 う 程 度 の 大 き
さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 そ の 裏 面 側 が 絶 縁 性 の 接 着 剤 等 を 用
い て プ リ ア ン プ ８ （ 外 装 部 ８ Ａ ） の 表 面 に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ の
表 面 側 に は 、 例 え ば 金 等 を 含 ん だ 金 属 膜 １ ５ が ほ ぼ 全 面 に 設 け ら れ 、 こ の 金 属 膜 １ ５ 上 に
は 、 例 え ば 導 電 性 の 接 着 剤 、 半 田 （ 図 示 せ ず ） 等 を 用 い て 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電 極 ７ Ｃ が 固
着 、 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 受 光 素 子 ７ は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ を 介 し て プ リ ア ン プ ８ の 外 装 部 ８ Ａ に
搭 載 さ れ 、 基 板 ２ の 厚 さ 方 向 （ 図 ４ 中 の 上 ， 下 方 向 ） に お い て プ リ ア ン プ ８ と 重 な り 合 う
位 置 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ６ は プ リ ア ン プ ８ か ら 離 れ た 位 置 で 基 板 ２ の 表 面 に 設 け ら れ た 共 振 防 止 用 の コ ン デ ン
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サ で 、 該 コ ン デ ン サ １ ６ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 例 え ば 平 行 平 板 コ ン デ ン サ 等 か ら な り 、 表
面 電 極 １ ６ Ａ と 裏 面 電 極 １ ６ Ｂ と を 有 し て い る 。 そ し て 、 表 面 電 極 １ ６ Ａ は 、 後 述 の 配 線
２ ２ （ 図 ３ 参 照 ） を 介 し て 金 属 膜 １ ５ に 接 続 さ れ 、 裏 面 電 極 １ ６ Ｂ は 、 基 板 ２ に 固 着 、 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 コ ン デ ン サ １ ６ は 、 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電 極 ７ Ｃ と プ リ ア ン プ ８ の フ ィ ル タ
端 子 １ ２ と の 接 続 部 位 （ 即 ち 、 金 属 膜 １ ５ ） を グ ラ ン ド に 接 続 し て い る 。 こ れ に よ り 、 コ
ン デ ン サ １ ６ は 、 例 え ば 光 信 号 が 周 期 的 に 変 化 す る こ と に よ っ て プ リ ア ン プ ８ 内 の 回 路 に
共 振 が 生 じ る の を 防 止 し 、 こ の 共 振 現 象 に よ る ノ イ ズ 等 か ら 信 号 を 保 護 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ， ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ は パ ッ ケ ー ジ １ 内 に 配 置 さ れ た 複 数 本 の 配
線 で 、 こ れ ら の 配 線 １ ７ ～ ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 例 え ば 金 属 線 等 か ら な り 、 ワ イ ヤ ボ
ン デ ィ ン グ 等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 場 合 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 受 光 素 子 ７ を プ リ ア ン プ ８ 上 に 搭 載 し て い る た め 、 受 光
素 子 ７ の 配 置 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 プ リ ア ン プ ８ を 基 板 ２ の 中 央 部 に 配 置 で き 、 電 極 ４
， ５ と コ ン デ ン サ １ ６ と は 、 例 え ば プ リ ア ン プ ８ を 中 心 と す る 円 周 上 の 位 置 に 配 設 す る こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 電 極 ４ ， ５ に 接 続 さ れ た 配 線 １ ７ ， １ ９ と 、 コ ン デ ン サ １ ６ に
接 続 さ れ た 配 線 ２ ２ と は 、 中 央 の プ リ ア ン プ ８ か ら 周 囲 に 向 け て 放 射 状 に 延 ば す こ と が で
き 、 各 配 線 １ ７ ， １ ９ ， ２ ２ を 均 等 に 配 置 で き る の で 、 一 部 の 配 線 が 余 分 に 引 回 さ れ る の
を 防 止 し て 全 体 の 配 線 長 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 受 光 素 子 ７ を プ リ ア ン プ ８ 上 に 搭 載 す る こ と に よ り 、 こ れ ら を 互 い に 近 接 し て 配
置 で き 、 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ と の 間 に 接 続 さ れ た ２ 本 の 配 線 １ ８ ， ２ ０ を 短 く 形 成
で き る の で 、 耐 ノ イ ズ 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル は 上 述 の 如 き 構 成 を 有 す る も の で 、 次 に そ の 作 動
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 光 フ ァ イ バ 等 か ら 受 光 レ ン ズ ３ Ａ を 介 し て パ ッ ケ ー ジ １ 内 に 光 信 号 が 入 射 さ れ る
と 、 こ の 光 信 号 は 、 受 光 素 子 ７ に よ り 受 光 さ れ て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 電
気 信 号 は 、 受 光 素 子 ７ か ら 信 号 出 力 用 の 配 線 １ ８ ， ２ ０ を 介 し て プ リ ア ン プ ８ に 出 力 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 プ リ ア ン プ ８ は 、 受 光 素 子 ７ か ら 入 力 さ れ る 電 気 信 号 を 十 分 な 信 号 レ ベ
ル に 増 幅 し 、 こ れ を 各 信 号 電 極 ５ か ら 外 部 に 出 力 で き る の で 、 光 通 信 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 信 号 出 力 用 の 配 線 １ ８ ， ２ ０ は 、 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ と が 重 な り 合 う
よ う に 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 短 尺 に 形 成 さ れ て い る の で 、 受 光 素 子 ７ か ら 出 力 さ れ る 電
圧 信 号 が 配 線 １ ８ ， ２ ０ の 位 置 で ノ イ ズ 等 を 拾 う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ と の 間 に は 、 熱 伝 導 性 の 良 好 な セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ が
介 在 し て い る の で 、 プ リ ア ン プ ８ 上 に 受 光 素 子 ７ が 配 置 さ れ た 状 態 で も 、 プ リ ア ン プ ８ の
作 動 時 に 発 生 す る 熱 を セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ に よ っ て 安 定 的 に 放 熱 す る こ と が で き る 。 こ れ
に よ り 、 プ リ ア ン プ ８ の 放 熱 性 を 妨 げ る こ と な く 、 受 光 素 子 ７ を 搭 載 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 組 立 順 序 と し て は 、 例 え ば 基 板 ２ 上 に 、 プ リ ア ン プ ８ 、 セ ラ
ミ ッ ク ス 板 １ ４ 、 受 光 素 子 ７ を 順 次 重 ね 合 せ る よ う に 実 装 し て も よ く 、 受 光 素 子 ７ を 予 め
取 付 け た セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ を プ リ ア ン プ ８ 上 に 実 装 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 他 の 組 立 順 序 と し て 、 ま ず プ リ ア ン プ ８ 上 に セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ と 受 光 素 子 ７ と
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を 搭 載 す る こ と に よ り 、 こ れ ら を サ ブ ア ッ セ ン ブ リ 状 態 で 一 体 化 し た 組 立 体 を 形 成 し 、 こ
の 組 立 体 を 基 板 ２ 上 に 実 装 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 受 光 素 子 ７ 、 プ リ ア ン プ ８ 、 セ ラ
ミ ッ ク ス 板 １ ４ 等 を 予 め サ ブ ア ッ セ ン ブ リ 化 す る こ と が で き 、 組 立 作 業 を 効 率 よ く 行 な う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 か く し て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 プ リ ア ン プ ８ に は 、 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ を
介 し て 受 光 素 子 ７ を 搭 載 す る 構 成 と し た の で 、 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ と を 重 な り 合 う
よ う に 配 置 し て 互 い に 近 接 さ せ る こ と が で き 、 こ れ ら の 間 に 接 続 す る 配 線 （ 例 え ば 、 信 号
出 力 用 の 配 線 １ ８ ， ２ ０ ） を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば プ リ ア ン プ ８ に 設 け ら れ た 各 端 子 ９ ～ １ ３ の 配 置 等 に 対 応 し て 、 受 光
素 子 ７ を プ リ ア ン プ ８ 上 の 適 切 な 位 置 （ 例 え ば 、 各 端 子 ９ ～ １ ３ に よ っ て 取 囲 ま れ る 位 置
） に 搭 載 で き る の で 、 プ リ ア ン プ ８ の 種 類 や 端 子 ９ ～ １ ３ の 配 置 等 に 関 係 な く 、 配 線 １ ８
， ２ ０ 等 を 短 尺 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 受 光 素 子 ７ か ら プ リ ア ン プ ８ に 出 力 さ れ る 電 気 信 号 が 配 線 １ ８ ， ２ ０ の 位
置 で ノ イ ズ 等 を 拾 う の を 防 止 で き 、 例 え ば 微 弱 な 電 気 信 号 で あ っ て も 、 こ れ を 高 い 精 度 で
プ リ ア ン プ ８ に 入 力 し て 安 定 的 に 増 幅 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 光 通 信 を 円 滑 に 行 う こ
と が で き 、 通 信 精 度 や 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 例 え ば 光 フ ァ イ バ の 位 置 等 に 応 じ て 受 光 素 子 ７ の 位 置 が 定 め ら れ て い る 場 合 で も
、 こ の 受 光 素 子 ７ を 避 け る よ う に プ リ ア ン プ ８ を 配 置 す る 必 要 が な く な る の で 、 プ リ ア ン
プ ８ を 外 部 接 続 用 の 電 極 ４ ， ５ や コ ン デ ン サ １ ６ 等 に 対 し て 適 切 な 位 置 （ 例 え ば 、 電 極 ４
， ５ と コ ン デ ン サ １ ６ と に よ っ て 取 囲 ま れ る 位 置 ） に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 プ リ ア ン プ ８ と 電 極 ４ ， ５ と の 間 に 接 続 さ れ る 配 線 １ ７ ， １ ９ と 、 コ ン デ
ン サ １ ６ に 接 続 さ れ る 配 線 ２ ２ と を 、 プ リ ア ン プ ８ の 周 囲 に ほ ぼ 均 等 に 配 置 で き 、 こ れ ら
の 配 線 全 体 の 長 さ を 短 尺 化 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 各 配 線 １ ７ ， １ ９ ， ２ ２ の 位 置 で
も 信 号 ノ イ ズ 等 を 抑 え る こ と が で き 、 信 号 の 精 度 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 受 光 素 子 ７ を プ リ ア ン プ ８ 上 に 重 ね 合 せ る よ う に 配 置 で き る の で 、 こ れ ら 全 体 の
実 装 面 積 を 小 型 化 で き 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を コ ン パ ク ト に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 モ ジ ュ ー ル を 組 立 て る と き に は 、 例 え ば 受 光 素 子 ７ 、 プ リ ア ン プ ８ 、 セ ラ ミ ッ ク
ス 板 １ ４ 等 を サ ブ ア ッ セ ン ブ リ 状 態 で 一 体 化 し た 組 立 体 を 予 め 形 成 し て お き 、 こ の 組 立 体
を 基 板 ２ に 取 付 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 光 通 信 用 の 回 路 等 を 効 率 よ く 組 立 て る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 受 光 素 子 ７ 用 の 取 付 ベ ー ス と し て 、 例 え ば 熱 伝 導 性 が 良 好 な セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４
を 用 い た の で 、 こ の セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ を 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ と の 間 に 介 在 さ せ る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 プ リ ア ン プ ８ 上 に 受 光 素 子 ７ を 搭 載 し た 状 態 で も 、 プ リ ア ン
プ ８ の 作 動 時 に 発 生 す る 熱 を セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ に よ っ て 安 定 的 に 放 熱 で き 、 プ リ ア ン プ
８ の 放 熱 性 を 妨 げ る こ と な く 、 こ れ に 受 光 素 子 ７ を 搭 載 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ の 表 面 に は 金 属 膜 １ ５ を 設 け た の で 、 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電
極 ７ Ｃ を 金 属 膜 １ ５ に よ っ て 素 子 の 裏 面 側 か ら 外 側 に 引 出 す こ と が で き 、 こ の 金 属 膜 １ ５
と プ リ ア ン プ ８ の フ ィ ル タ 端 子 １ ２ と を 配 線 ２ ０ に よ っ て 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。
こ れ に よ り 、 金 属 膜 １ ５ 付 き の セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ を 利 用 し て 配 線 構 造 を 簡 略 化 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 次 に 、 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 に よ る 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、
増 幅 器 に 共 振 防 止 用 の コ ン デ ン サ も 搭 載 す る 構 成 と し た こ と に あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態
で は 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 要 素 に 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る も
の と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ３ １ は プ リ ア ン プ ８ の 表 面 側 に 設 け ら れ た 取 付 ベ ー ス と し て の セ ラ ミ ッ ク ス 板 で 、 該 セ
ラ ミ ッ ク ス 板 ３ １ は 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 に 、 例 え ば 熱
伝 導 性 が 良 好 な 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 等 に よ り 平 板 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 表 面 に は 、 金
属 膜 ３ ２ が ほ ぼ 全 面 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し か し 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ３ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 よ り も 大 き な 面 積 を も っ て 形 成 さ れ
、 そ の 表 面 に は 、 受 光 素 子 ７ と 一 緒 に 共 振 防 止 用 の コ ン デ ン サ ３ ３ が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ ３ ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 に 、 平 行 平 板 コ ン デ ン サ 等
に よ り 形 成 さ れ 、 そ の 表 面 電 極 ３ ３ Ａ は 配 線 ３ ４ に よ っ て 基 板 ２ （ グ ラ ン ド 側 ） に 接 続 さ
れ て い る 。 ま た 、 コ ン デ ン サ ３ ３ の 裏 面 電 極 ３ ３ Ｂ は 、 例 え ば 導 電 性 の 接 着 剤 、 半 田 （ 図
示 せ ず ） 等 を 用 い て 金 属 膜 ３ ２ に 固 着 さ れ 、 こ の 金 属 膜 ３ ２ を 介 し て 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電
極 ７ Ｃ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 か く し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 の 形 態 で も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 作
用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 特 に 本 実 施 の 形 態 で は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ３ １ に 受 光
素 子 ７ と 共 振 防 止 用 の コ ン デ ン サ ３ ３ と を 一 緒 に 搭 載 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 受 光 素 子 ７ と プ リ ア ン プ ８ だ け で な く 、 コ ン デ ン サ ３ ３ を 含 め た 全 体 の 実
装 面 積 を 小 さ く で き 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 小 型 化 を 促 進 す る こ と が で き る 。 ま た 、 受 光 素
子 ７ と プ リ ア ン プ ８ の 近 傍 に コ ン デ ン サ ３ ３ を 配 置 で き る の で 、 コ ン デ ン サ ３ ３ 用 の 配 線
３ ４ 等 を 短 か く す る こ と が で き 、 耐 ノ イ ズ 性 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 ８ 及 び 図 ９ は 本 発 明 に よ る 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、
増 幅 器 の 放 熱 を 行 う 放 熱 部 材 を 取 付 ベ ー ス に 設 け る 構 成 と し た こ と に あ る 。 な お 、 本 実 施
の 形 態 で は 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 要 素 に 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略
す る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ４ １ は プ リ ア ン プ ８ の 表 面 側 に 設 け ら れ た 取 付 ベ ー ス と し て の セ ラ ミ ッ ク ス 板 で 、 該 セ
ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ は 、 図 ８ 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 に 、 例 え ば 熱
伝 導 性 が 良 好 な 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 等 に よ り 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 し か し 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 よ り も 大 き な 面 積 を も っ て 形 成 さ れ
、 そ の 表 面 に は 、 受 光 素 子 ７ の 裏 面 電 極 ７ Ｃ が 接 続 さ れ た 金 属 膜 １ ５ と 、 該 金 属 膜 １ ５ と
絶 縁 さ れ た 他 の 金 属 膜 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ４ ３ は セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と パ ッ ケ ー ジ １ と の 間 に 設 け ら れ た 放 熱 部 材 と し て の 放 熱 リ
ボ ン で 、 該 放 熱 リ ボ ン ４ ３ は 、 例 え ば 熱 伝 導 性 が 良 好 な 金 、 銅 等 の 金 属 材 料 に よ り 帯 状 に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 放 熱 リ ボ ン ４ ３ は 、 そ の 一 端 側 が セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ の 金 属 膜 ４ ２ に 接 続 さ れ
、 他 端 側 が 基 板 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 放 熱 リ ボ ン ４ ３ は 、 プ リ ア ン プ ８ の 作
動 時 に 発 生 す る 熱 を セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ を 介 し て パ ッ ケ ー ジ １ 側 に 放 熱 し 、 こ れ ら の パ ッ
ケ ー ジ １ 及 び セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と 協 働 し て プ リ ア ン プ ８ の 放 熱 性 を 高 め る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 か く し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 の 形 態 で も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 作
用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 特 に 本 実 施 の 形 態 で は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と パ ッ
ケ ー ジ １ と の 間 に 放 熱 リ ボ ン ４ ３ を 設 け る 構 成 と し た の で 、 プ リ ア ン プ ８ か ら 発 生 す る 熱
を セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と 放 熱 リ ボ ン ４ ３ と に よ っ て パ ッ ケ ー ジ １ 側 に 効 率 よ く 逃 す こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 パ ッ ケ ー ジ １ 全 体 を 利 用 し て 外 部 へ の 放 熱 を 安 定 的 に 行 う こ と が で
き 、 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 耐 熱 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 前 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 Ｔ Ｏ キ ャ ン 等 か ら な る パ ッ ケ ー ジ １ 内 に 受 光 素 子 ７ 、 プ
リ ア ン プ ８ 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 １ ４ ， ３ １ ， ４ １ 等 が 配 設 さ れ る パ ッ ケ ー ジ 型 の 光 受 信 モ ジ
ュ ー ル を 例 に 挙 げ て 述 べ た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 汎 用 的 な 回 路 基 板 等
に プ リ ア ン プ を 実 装 し 、 こ の プ リ ア ン プ に 取 付 ベ ー ス を 介 し て 受 光 素 子 を 搭 載 す る 構 成 と
し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ３ １ に コ ン デ ン サ ３ ３ を 設 け 、 第 ３ の 実
施 の 形 態 で は 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と 基 板 ２ と の 間 に 放 熱 リ ボ ン ４ ３ を 設 け る 構 成 と し た
。 し か し 、 本 発 明 は 、 こ れ ら ２ つ の 実 施 の 形 態 を 組 合 せ る こ と に よ り 、 例 え ば 取 付 ベ ー ス
に 受 光 素 子 と コ ン デ ン サ と を 搭 載 し 、 こ の 取 付 ベ ー ス と パ ッ ケ ー ジ と の 間 に 放 熱 部 材 を 設
け る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 放 熱 リ ボ ン ４ ３ を セ ラ ミ ッ ク ス 板 ４ １ と パ ッ ケ ー ジ １ と
の 間 に 設 け る 構 成 と し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 放 熱 フ ィ ン 等 を パ ッ ケ
ー ジ と 関 係 な く 取 付 ベ ー ス に 立 設 す る こ と に よ り 、 放 熱 部 材 を 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 内 部 を 図 １ 中 の 矢 示 II－ II方 向 か ら み た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 受 光 素 子 、 プ リ ア ン プ 等 を 示 す 図 ２ 中 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 受 光 素 子 、 プ リ ア ン プ 等 を 図 ３ 中 の 矢 示 IV－ IV方 向 か ら み た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 光 受 信 モ ジ ュ ー ル の 回 路 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 図 ３ と 同 様 位 置 か ら み た 要
部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 受 光 素 子 、 プ リ ア ン プ 、 コ ン デ ン サ 等 を 図 ６ 中 の 矢 示 VII－ VII方 向 か ら み た 拡 大
断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 光 受 信 モ ジ ュ ー ル を 図 ３ と 同 様 位 置 か ら み た 要
部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 受 光 素 子 、 プ リ ア ン プ 、 放 熱 リ ボ ン 等 を 図 ８ 中 の 矢 示 IX－ IX方 向 か ら み た 拡 大 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 １ 　 パ ッ ケ ー ジ
　 ２ 　 基 板
　 ３ 　 キ ャ ッ プ
　 ４ ， ５ 　 電 極
　 ７ 　 受 光 素 子
　 ７ Ａ 　 検 出 部
　 ７ Ｂ 　 表 面 電 極
　 ７ Ｃ 　 裏 面 電 極
　 ８ 　 プ リ ア ン プ （ 増 幅 器 ）
　 ９ ， １ ０ ， １ １ ， １ ２ ， １ ３ 　 端 子
　 １ ４ ， ３ １ ， ４ １ 　 セ ラ ミ ッ ク ス 板 （ 取 付 ベ ー ス ）
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　 １ ５ ， ３ ２ ， ４ ２ 　 金 属 膜
　 １ ６ ， ３ ３ 　 コ ン デ ン サ
　 １ ６ Ａ ， ３ ３ Ａ 　 表 面 電 極
　 １ ６ Ｂ ， ３ ３ Ｂ 　 裏 面 電 極
　 １ ７ ， １ ８ ， １ ９ ， ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ３ ４ 　 配 線
　 ４ ３ 　 放 熱 リ ボ ン （ 放 熱 部 材 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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